
 

                                             

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書感想文コンクール 審査結果 

優秀作 ６－１ 日野澤ちひろ 虹色図書館のへびおとこ 

佳作 ４－１ 鹿内 ふき 世界を動かすことば 

佳作 ３－１ 川井 美咲 ハニーのためにできること 

佳作 ２－１ 細川 琉生 みずとはなんじゃ？ 

佳作 １－２ 森本 結大 ぼくはおじいちゃんのお

にいちゃん 

奨励賞 ４－２ 玉根 羽流 あるかしら書店 

令和２年度 稚内市児童・生徒 生活安全安心標語コンクール優秀作品 

防犯 

低学年の部 

３－２ 矢木優心 いい町と みんなが

思える わっかない 

防犯 

高学年の部 

６－１ 日野澤ちひろ 慣れた道 暗くなっ

たら けもの道 

火災予防 

高学年の部 

６－１ 加嶋妃那 消したはず 気持ちで消す

より 目でかくにん 

食育 

低学年の部 

３－２ 堀 瑠華 いただきます 感し

ゃの気持ち 大切に 

食育 

高学年の部 

６－１ 日野澤ちひろ いただいた 命のパ

ワー ありがとう 

絆づくりメッセージコンクール（宗谷管内） 

標語部門 

奨励賞 

５－１ 伊坂蘭夢 知らぬうち なみだ

を流す 友がいる 

令和２年５月７日 

   ＮＯ.５８０ 

◇校  訓 思いやり 

◇教育目標   

 

 

◇めざす学校の姿 明日も行きたい 大好きな学校 

～安心できる場所があり、力を伸ばすことができる学校～ 

  この度、提出先の団体から連絡があり、今後、リングプル、 

 ペットボトルのキャップ（エコキャップ）の集約を中止するとの

ことでした。そこで、本校においても集めるこ 

とをやめることにいたしました。 

これまでご協力いただき、 

ありがとうございました。 

 

 

 

校 長  大 島  朗 

新型コロナウイルス感染症の拡大で、子どもたちは多くのストレスを抱えています。ご

家族の皆様もそうではないでしょうか。ストレスによって、子どもたちにどのような反応

が出てくるのか、国立成育医療研究センターが小・中・高生に調査を行いました。その結

果を紹介します。 

・新型コロナウイルスの感染が広まる中、「学校に行きたくないことがある」小・中学生

や高校生が３割を占める。 

・何らかのストレス反応を示す児童・生徒は７割を超え、調査を始めた４月以降、高止ま

りが続いている。 

・臨時の学校休業を終えてから、不登校や登校渋りが増えている状況がある。 

・最近１カ月で「コロナのことを考えると嫌な気持ちになる」「すぐにイライラする」「集

中できない」など、いずれか一つ以上のストレス反応を選択した児童・生徒は、全体で

73％に上った。4～5月には 75％、6～7月には 72％と 同様の割合だったことから、改

善が見られない結果となっている。 

 子どもたちは、以上のような状況の中で、よくぞ 

毎日登校しました。過去５年間の欠席状況を比べて 

も、がんばりがわかります。小学生にとっては勉強 

することはもちろん大切なことですが、まずは学校 

に来て仲間と生活して学ぶことが大事なのです。 

 本校では、子どもたちのストレス反応が高いまま学校生活が進むことを想定して、テキ

ストを使って「コロナウイルスのことを知ろう」「リラクゼーションの仕方」「スティグ

マはよくないこと」等について学ぶ機会をつくってきました。学校行事についても、６月

の運動会が中止になった代替として９月にシオリンピック 2020、１１月には演目を減らし

て学芸会を来場数を制限して実施しました。それら行事の様子や動画による授業の様子を

配信し、家庭でも学校の様子を話題にしていただきました。 

 この状況は、これからも続くと予想されます。子どもたちが困ったことを言葉に表した

り意見を自由に表現したり考えを伝えたりできるように、私たち大人はまずは話を聞いて

あげるようなサポートが必要です。 

 調査の中に「先生が優しく『大丈夫？』といってくれると、なんだか安心して先生に今

の気持ちを落ち着いて言える」と記述の回答があったそうです。保護者の皆様もピリピリ

した生活が続いていると思いますが、冬休み中は、お子さんとの「おしゃべり」を意識し

ていただきますようお願いいたします。 

 特別な２学期も無事終了することができました。これも保護者、地域の皆様の支えや

励ましがあってのことと深く感謝申し上げます。どうぞ、よいお年をお迎えください。 

潮小サンタの挑戦状（ＰＴＡ文化委員会）・・・ 
 文化委員会では、集合での行事ができなくなりましたが、その代

わりに全校児童に向けたクイズ「潮小サンタの挑戦状」に取り組み

ました・・・内容は、「私は誰でしょう」職員 

のパーツ写真から誰かを当てるというもので 

す。 

一度、家庭に持ち帰り、子ども達は悩みな 

がら親子で一緒に考えていました。そして、 

本日答え合わせをして（クリスマス）プレゼ 

ントを渡しました。 

文化委員の皆様、親子で楽しめる企画を 

ありがとうございました。 

 

 

1月行事予定  

３日（日） ノーゲームデー 

～５日（火） 学校閉庁日 

１２日（火） 冬休みグングン（3年、4年） 

１３日（水） 第 3学期始業式 職員会議 

１４日（木） フッ化物洗口  

１６日（土） 土曜授業日 

１９日（火） スキー授業（3･6年） 

２０日（水） 児童会委員会⑤ 

２１日（木） フッ化物洗口  

スキー授業（4・5・わかば 3年以上） 

２５日（月） 新入生体験入学 

２６日（火） スキー授業（3･6年） 

２７日（水） 潮中体験入学 

２８日（木） フッ化物洗口  

第 2回漢字検定 入学説明会 

２９日（金） スキー授業（4・5・わかば 3年以上） 

  

 

令和２年１２月２５日 

 

ＮＯ.５８９ 

 読書感想文コンクールでは、優秀作１点、佳作４点、奨励賞１点の入賞が

あり、優秀作の６年１組日野澤ちひろさんの表彰を校長室で行いました。

市連 P の標語には、優秀作５点がポスターに掲載され、市内の各事業所に

掲示されています。宗谷管内の絆づくりメッセージコンクールでは、５年

１組伊坂蘭夢くんが奨励賞を受賞し、賞状伝達式を行いました。 

みなさん、おめでとうございます。 

 



保護者の皆様へ       稚内市立潮見が丘小学校 
 北海道教育委員会より以下のようなメッセージがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あわせて、感染対策を以下のように取り組んでいきますので、ご理解、ご
協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室のストーブは、冬休み中にFF式ストーブに交換となり、換

気もこれまで以上にしやすくなります。 

これらの感染対策は、今後もさらに継続していきます。保護

者の皆様にもご協力いただきありがとうございます。今後とも

よろしくお願いいたします。 

 

 

令和２年１２月１７日 

保護者の皆様 

稚内市立潮見が丘小学校 

校 長  大 島  朗  

コロナ感染症対策についてのお知らせ 

 師走の候、皆様におかれましては益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

また、日頃より、本校の教育活動へのご理解とご協力に感謝申し上げます。 

さて、管内・市内にコロナウイルスの報道がありますが、学校生活において予防に向けた様々な対策

を継続しておりますので、ご承知おきいただきたくお知らせいたします。 

 

【基本的な感染症予防対策の徹底を継続します】 

■マスク ■手洗い＋手指消毒 ■換気 ■３密回避 ■給食時は対面しない 

■休み時間も「マスク」「３密回避」  ■共用部分の消毒 

  

【各教科に共通する活動では・・・】 

 ・対面式のグループ学習は短時間で近距離にならないように行います。 

・一斉音読などでも小さな声になるようにします。 

【感染のリスクの高い活動については・・・】 

・音楽では合唱及びリコーダーや鍵盤ハーモニカ等の管楽器演奏は距離をとって行います。(合唱は

マスクを着用します。) 

・調理実習では、近距離にならないように簡易コンロを使用して場所を多くして行います。試食は対

面しないで教室で行います。 

・体育では、児童が密集する運動には、マスク着用（見学の際もマスク着用）で行います。近距離で

組み合ったり接触したりする運動は行いません。 

【今後のスキー授業では・・・】 

 ・ロッジでは距離を取り、昼食時は対面しないようにします。 

 ・リフト乗車中は私語を少なくし、念のため、ネックウォーマーやマスクの着用を促します。 

○以上の取組を徹底して行います。ご家庭でも感染予防に努められますようお願いいたします。 

 

※コロナウイルス感染症が発生した時の対応について 

・感染者または濃厚接触者に認定された場合、出席停止となります。 

・児童が濃厚接触者に認定された場合、陰性であっても２週間の出席停止と なります。 

・家族等が濃厚接触者に認定され、検査の結果、陰性で児童が濃厚接触者に認定されない場合、通常

登校ができます。 

・学校で陽性者が発生した場合は、教育委員会、保健所の判断により、臨時休業または学級閉鎖を行

うことがあります。 

◎「濃厚接触者に認定された」「感染が明らかになった」際は、保健所、医師の指示や結果等を学校

に伝えていただきますようお願いいたします。 

○発熱等の風邪症状がある場合（本人及び同居の家族も含む）には登校しな
いようにしてください。 

○昼食時は、会話を控えるように指導しています。 

○休み時間や放課後の活動時間においても、マスクの着用や３密の回避、大
声を出さない、手洗いなどの感染症対策ができるよう指導しています。 

○室温が下がらない範囲で窓開け等の換気を行っています。 
○登下校中もマスクを着用するよう指導します。 

○下校時は、速やかに帰宅するよう指導します。 

保護者や地域の皆様へ 
学校が子どもたちの健康・安全と学びを確保する取組を進められるのも、保護者や地域
の皆様のご理解とご協力のおかげです。心より感謝申し上げます。 
しかし、こうした取組を徹底しても社会から感染リスクをゼロにすることはできません。 
これからも、感染リスクと正しく向き合い、家族ぐるみ、地域ぐるみの感染予防をお願いしま
す。 
そして、皆様の周りで、感染した個人や学校を特定し広めたり、感染した人と同じ職場の
人や医療従事者の方、その家族に疑いを向けたりするなど差別や偏見、誹謗中傷につな
がる言葉や行動を知った時には決して同調せず、そのようなことが起きないよう力を貸して
ください。 
また、皆様や周りの人が子育ての不安や悩みを抱えているとき、子どもたちが傷ついて
いる様子に気づいたら、学校に相談したり、自治体の相談窓口を頼ったりしてください。 
本格的な冬の季節に入ります。 
北海道教育委員会では、今後も最新の知見や科学的な情報に基づき、子どもたちの安
全を守りながら、「学びを止めない」「心をつなぐ」活動を全力で進めてまいります。 
児童生徒、学校関係者、保護者、地域の皆様のあたたかい心をつないで、この難局を乗
り越えていきましょう。 

令和2年1２月1日 
北海道教育委員会教育長        小玉俊宏 

 


